
３ 章－２  いじめのない学校づくり「学校いじめ防止基本方針」等 

いじめ問題対策委員会（ケース会議） ○全体像の把握 ○対応方針等の決定 
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「いじめ」の未然防止 安心・安全な学校生活 規律正しい態度で主体的に授業参加・活躍できる学校づくり 

「いじめ」の早期発見のための３つの手立て ①観察 ②情報収集 ③調査 

「いじめ」対応・対処の基本認識と取り組み 「自分がされていやなことは 人にしない 言わない」  

･「いじめはどの児童にも、どこでも起こり得る問題である」という認識をもつ。 

･「いじめは人として絶対に許されない行為である」という毅然とした態度で臨む。 

･小さなサインを見逃さず、児童や保護者の訴えを真剣に受け止める姿勢を持つ。 

･いじめ被害児童の立場に立って考え、加害児童の指導、その他の児童への指導も初期段階から組織的に取り組む。 

･日頃から児童や保護者、地域との信頼関係の構築に努め、必要に応じて外部の専門機関に援助を求める。 

･児童が、基礎的な学力を身につけ認められていると実感し活躍できる時と場を確保した授業改善に努める。 

･児童が、ストレスがあっても負けない自信を育み、他者を尊重し感謝の気持ちをもつ学年学級経営に取り組む。 

学年学級担当 

・児童個々への指導・支援 

・保護者への説明(事実関

係）・支援や助言、事実

確認後適切な情報提供 

・教室でのケア  等 

・人間関係づくり学年学級活動 

 

校長・教頭 

・校内の統制と指揮 

・校外への緊急支援要請 

・報道機関への対応 

・危機対応経過の整理 

・教職員の共通理解と意識啓発 等 

 
生徒指導担当 

･いじめ事案の集約・報告 

･面談・相談の受入れ・集 

約・報告 

･警察等関係機関との連携 

 

教務主任 

・保護者・地域との連携(情報発信・意

見聴取)・授業変更等の措置（重大事

態時）・管理職の補助 等 

 

養護教諭・教育相談担当 

・ＳＣ・ＳＳＷ・医療機関等との

連携 

・児童に関する情報交換 

・応急処置と心のケア（重大事態時）

等 

 

 

その他の分掌 

・教職員間の連携と補助 等 

・共通理解で臨機応変な対応 

・児童に関する情報交換・聴

取・報告 
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公的相談機関 市教育委員会 0548(63)1130､家庭児童相談窓口 0537(85)1151､県西部児童相談所 0538(37)2810､子ども･.家庭

110 番 053 (458)4152､こころの電話 0538(37)5560､ﾊﾛｰ電話｢ともしび｣0537(24)8686､御前崎市福祉事務所 0537(85)1120､子ど

も未来課 0537(85)1121､家庭裁判所掛川支部 0537(22)3036､菊川警察署 0537(36)0110､少年ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 0120(783)410、東遠生活

支援センター0537(37)3995 等 
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